
江
戸
時
代
前
期
の
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
に
当
地
は
、
当
時
の
高
殿
村
か
ら
分
村
し
て
成
立
し
て

い
ま
す
。

元
禄
年
間
（
一
六
八
八

一
七

三
）
に
幕
府
が
年
貢
徴
収
の
た
め
作
っ
た
、
全
国
土
地
台
帳

元

禄
郷
帳

に
当
地
が

法
華
寺
村

と
見
え
ま
す
。
現
在
の
小
字
に
も
法
花
寺
・
上
法
花
寺
・
中
法
花

寺
が
あ
り
ま
す
の
で
、
法
華
寺
・
法
花
寺
と
呼
ぶ
寺
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
資
料
が

全
く
残
っ
て
お
ら
ず
判
然
と
し
ま
せ
ん
。
当
時
の

地
方
蔵
方
寺
尾
勤
録

と
い
う
古
文
書
に
は
、
当

村
の
年
貢
徴
収
率
が
五
割
九
分
五
厘
（
五
九
・
五
％
）
だ
っ
た
と
い
う
、
い
さ
さ
か
厳
し
い
記
録
も
残
っ

て
い
ま
す
。

明
治
一
五
年
ご
ろ
の
戸
数
が
一
六
戸
で
人
口
が
八
四
人
（
町
村
誌
集
）。
同
一
七
年
の
主
産
物
が
米
・

麦
・
ぶ
ど
う
・
実
綿
な
ど
（
農
産
物
取
調
）
で
、
や
は
り
の
ど
か
な
農
村
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
明
治
二

二
年
の
町
村
制
施
行
で
鴨
公
村
の
大
字
に
な
り
、
大
正
時
代
を
経
て
昭
和
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。
昭
和

三
一
年
の
橿
原
市
発
足
で
現
在
の

法
花
寺
町

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

町
の
旧
本
村
内
に
無
住
の
法
善
寺
が
地
域
の
住
民
に
守
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
町
の
北
東
部
に
昭

和
四
五
年
、
学
校
法
人
・
奈
良
朝
鮮
学
園
の
奈
良
朝
鮮
初
中
級
学
校
が
創
設
さ
れ
、
県
内
在
住
朝
鮮
人

子
弟
・
子
女
の

民
族
教
育

が
続
い
て
い
ま
す
。

江
戸
前
期
に
分
村
・
成
立


